
１．次年度から道独自に、小中高すべての学校で３０人以下学級を実現してください。

小学校での３学級４定員、６学級８定員を解消してください。

２．高校入試の激化を招き高校多様化・複線化を推奨する、「公立高等学校通学区域」の

拡大を前提にした見直しを行わないでください。

３．高校統廃合・学級削減をやめてください。また、保護者・地域・教職員の合意のない学

科再編・総合学科導入などの高校「多様化」のおしつけをやめてください。

４．子ども・保護者の希望にそって、障害児教育を充実してください。また、特別なニー

ズを持つ子供が在級する学校への教職員の加配を行ってください。

５．私学助成を大幅に増額してください。私立学校への補助を公立学校の２分の１にな

るよう増やすとともに、授業料・保育料補助を増やしてください。

６．長期不況下の、子どもの就学保障のために、公立・私立の児童・生徒に緊急の特別措

置をとってください。

7．学校の施設・設備を改善してください。

氏　　名 住　　所氏　　名 住　　所

１．小中高の30人学級を早急に実現してください。複式学級を解消してください。

２．私学助成の国庫補助制度を守り、私学助成を大幅に増やしてください。特に

経常費２分の１補助の実現、授業料直接助成、施設助成を実現してください。

３．義務教育費の国庫負担制度を守り、充実してください。

４．すべての学校の教職員を増やしてください。

５．希望するすべての子どもたちに、高校教育を保障してください。障害児にゆ

きとどいた教育を保障するために、教育条件を整備してください。

６．教育費の父母負担を軽減し、長期不況下の子どもの就学を保障するために、

公立・私立の児童・生徒への就学助成・授業料減免制度、奨学金制度などを充実

してください。

７．学校の施設・設備を改善してください。
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　日本の未来を担う子どもたちは、私た

ちの希望です。すべての子どもたちの、

かしこく・たくましく・心ゆたかな成長は、

私たちの願いです。こうした願いをもと

に、30人学級の実現と、私学助成の充実

を中心に、この13年運動を続けてきまし

た。その署名数は延べ2億9,000万筆を超

えています。

　子どもと教育・学校を守ることは地方自治を守ることです。全国1,680自治体議会

で、30人学級等の少人数学級実現を求める意見書をあげています。一方、公私間の授

業料（保育料）および教育条件の格差は、不充分な私学助成の中で広がっています。

さらに、長引く不況のもと、保護者負担の限界を超えた高額費によって、退学を余儀

なくされる子どもたちも増えており、私学教育をめぐる状況は一層深刻さを増し

ています。

　私たちは、憲法と教育基本法、子どもの権利条約をふまえた教育を保障するため

に、生徒急減期こそ30人以下学級を実現し、私学助成の充実をはじめとして、教育予

算の増額と教育条件整備、保護者負担軽減を求めるものです。

　つきましては、ここに裏面の各事項の速やかな実現を求め請願します。

　日本の未来を担う子どもたちは、私た

ちの希望です。すべての子どもたちの、

かしこく・たくましく・心ゆたかな成長は、

私たちの願いです。こうした願いをもと

に、30人学級の実現と、私学助成の充実

を中心に、この13年運動を続けてきまし

た。その署名数は延べ1,300万筆を超え

ています。

　子どもと教育・学校を守ることは地域

を守ることです。北海道ではこれまで163自治体議会で、30人学級等の少人数学級

実現を求める意見書をあげています。一方、公私間の授業料（保育料）および教育条

件の格差は、不充分な私学助成の中で広がっています。さらに、長引く不況のもと、

保護者負担の限界を超えた高額費によって、退学を余儀なくされる子どもたちも

増えており、私学教育をめぐる状況は一層深刻さを増しています。

　私たちは、憲法と教育基本法、子どもの権利条約をふまえた教育を保障するため

に、生徒急減期こそ30人以下学級を実現し、私学助成の充実をはじめとして、教育

予算の増額と教育条件整備、保護者負担軽減を求めるものです。

　つきましては、ここに裏面の各事項の速やかな実現を求め請願します。


